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ＧＩＧＡスクール構想の推進について 

 

１ ＧＩＧＡスクール構想に向けた環境の整備について 

（１）児童・生徒用タブレット型情報端末の配備 

   児童・生徒１人１台のタブレット型情報端末の配備に向け、端末購入の入札手続き

を行った。今後、令和２年第３回区議会定例会に契約に係る議案を提案予定であり、

令和２年１１月中に最初の約１万台の納品を受け、以後、令和３年２月頃までに各学

校に順次納品予定である。 

（２）校内通信ネットワークの整備 

   全区立小中学校９０校の通信ネットワーク環境の再整備（高速・大容量対応）に向

け、プロポーザル方式により通信環境の設計及び施工を担う事業者の選定手続を進め

ている。令和２年度末に整備完了予定である。 

 

２ ソフトウェアの選定・活用について 

（１）令和２年度における家庭学習支援の強化（２４，１９４千円） 

   新型コロナウイルス感染症の第２波、第３波に備えるとともに、ＧＩＧＡスクール

構想による家庭学習支援を先行して実施するため、各学校に電子会議用ソフトウェア

（有償版）を導入するとともに、小学３年生から６年生までについてドリル系ソフト

ウェアを使用できるようにする（１０月より使用開始予定） 

※ 特定財源あり（１２，０９６千円） 

（２）令和３年度に向けたソフトウェアの選定 

  令和３年度に学校の授業や家庭学習において使用するソフトウェア（①主に授業で使

用する学習支援ソフトウェア、②家庭学習などで使用するドリル系ソフトウェア、③動

画配信系ソフトウェアなど）の選定手続を進めている。 

 

３ 教員支援・人材育成の推進について 

  ＧＩＧＡスクール構想により整備されるＩＣＴ環境を用いた授業を展開するための教

員支援・人材育成を推進する。 

（１）ＧＩＧＡスクール構想に向けたＩＣＴアドバイザー業務委託（８，８００千円） 

   教員のＩＣＴ活用スキルの向上などについて、民間の専門的な支援を受ける。 

（２）学校・教員に対する人的支援（３６，０３８千円） 

ＩＣＴ機器を用いた授業を実践する学校・教員などを支援するための人員を追加配

置する。 

 ① ＩＣＴ支援員の増員（３名→６名） 

 ② スクール・サポート・スタッフの増員（３０名→６０名） 

 ③ 学習指導サポーターの配置（０名→１２名） 

  ※ ②③について、特定財源あり（２３，０６８千円） 
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